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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般小売店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・１月の売上は前年比で106％、来客数も110％と増加
したのに続き、２月の売上は前年比135％、来客数は
120％と更に上向いている。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・春以降の案件に対する引き合い件数は、昨年を上
回っている。

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

販売量の動き ・１月中旬以降、住宅情報誌の部数が大幅に増加して
いるほか、住宅情報のインターネットの閲覧数も大き
く伸びている。これらは、住宅購入意欲に変化が出て
いることを示しており、一部のエリアでは実際に住宅
購入が活発になっている。

やや良く
なっている

一般小売店［事
務用品］（経営
者）

販売量の動き ・年度末を控えて色々な商談が動いているものの、予
算が厳しいのは民間も官庁も同じである。

一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

来客数の動き ・暖冬の影響で来客数が確実に増えている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・昨年の厳冬効果の反動で防寒品はセール品も売行き
が低迷している一方、春のような気候に後押しされて
春物衣料が動き始めており、入店客数も前年を上回っ
ている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・生鮮品は全体として良いわけではないものの、売上
はほぼ前年を上回っており、販売件数も増えている。

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・プレタゾーンの売上が良いほか、マザーニーズの
スーツ、ジャケット、スカートの売行き好調が続いて
おり、店頭の売上は最近になく良い結果となってい
る。一方、暖冬でスプリングコートなどの春物衣料の
売行きも好調である。

百貨店（統括） 販売量の動き ・衣料品や住宅関連の値下げ商品の在庫が前年よりも
多く、売上全体は前年よりも悪い。ただし、３か月前
に比べると改善されてきている。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・暖冬であるほか、天候が安定しているため、徒歩や
自転車での客が多い都心の店や小型店では、来客数が
非常に増えている。ただし、１回当たりの買上金額は
減少している。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・値打ちのある物や、味の良さそうな物にはお金を出
すなど、客の買物の仕方に余裕がみられる。その一方
で逆の現象も起きているため、売れているといっても
全体的には厳しい状況がみられる。

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・昨年末から単価の低下が続いているなかで、若干グ
レードの高い商品に予約が入ったり、実際に売れたり
している。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・プレミアムと銘打った商品の売行きが好調で、客単
価を若干押し上げている。

衣料品専門店
（営業・販売担
当）

お客様の様子 ・春物オーダースーツの注文や問い合わせの動き出し
が例年より早く、件数も多い。

観光型旅館（団
体役員）

来客数の動き ・予約ペースは遅いものの、来客数は増加傾向にあ
る。

都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・予約の問い合わせ件数が多くなっている。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊は月初の見込みよりも大幅に伸びて、前年を上
回っている。特にビジネス客が好調で、直近の伸びが
顕著にみられる。会議や宴会は、採用増加の影響で会
社説明会の開催が大幅に増えており、前年を大きく上
回っている。

都市型ホテル
（役員）

お客様の様子 ・宿泊部門は、旧正月で中国や香港からの入込客が増
えたほか、受験生の宿泊増で客単価、稼動率共に上昇
したため、売上が予想以上に伸びている。宴会部門は
前月までの伸びがないものの、直近の申込が伸びてき
ている。一方、レストランは相変わらず前年並みの推
移が続いている。

家計
動向
関連



都市型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・宿泊は、旧正月を迎えたアジアからの客の動きが好
調なほか、受験、国家試験の宿泊団体客も例年どおり
入っており、稼働率、売上共に前年並みで推移してい
る。一方で宴会は、婚礼のマイナスをカバーしてきた
一般企業、個人の宴会が前年比マイナスとなり、厳し
い状況である。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・まれにみる暖冬の影響により来客数が大幅に増加し
ている。

ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・暖冬の影響で、今月の来客数は前年比で60％増加し
ている。

競輪場（職員） 単価の動き ・本場開催の今月の客単価は14,965円となり、３か月
前の13,810円から増加している。また、場外発売でも
今月の客単価は14,500円と、３か月前の14,250円から
微増となっており、やや良くなっている。

競輪場（職員） 単価の動き ・１月以降は入場者１人当たりの平均購買単価が上昇
傾向にあるものの、その要因は不明であり、一時的な
現象の可能性もある。

その他レジャー
施設［イベント
ホール］（職
員）

販売量の動き ・今月は閑散期であるが、営業日の大半が様々なジャ
ンルの催事でにぎわっている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・今月は開店30周年のキャンペーンの影響で来客数が
増えている。

住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・全体的な地価の下げ止まり傾向のなかで、場所に
よっては上昇も見受けられるが、マーケットの需要が
伴っていない。また、金融機関による不動産担保融資
が急増するなかで、業者が不動産を抱えたままで取引
が止まっている状況もみられる。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・来客数が増えないほか、バレンタインデー商戦も盛
り上がりに欠けている。

一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・暖冬で冬物衣料の売上が大幅に減少している。春物
衣料の動きはこの数年で良い方であるものの、全体で
の落ち込みは避けられない。

一般小売店［時
計］（経営者）

販売量の動き ・１月の動きの悪さから一転して、腕時計や目覚まし
時計の売行きが良かったほか、修理の依頼も多く、結
構忙しい月となっている。バレンタインデーや入学祝
いといったイベント絡みの購入も目立ったが、かなり
高額の修理依頼も多く、売上の大半を占めている。

一般小売店［衣
服］（経営者）

それ以外 ・ここ数か月は販売量、来客数共に前年より悪く、活
気が感じられない。

一般小売店［カ
メラ］（販売担
当）

販売量の動き ・例年この時期は、年度末を控えて予算調整の受注が
みられるが、今月はそれが全くなく売上が落ち込んで
いる。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・春物衣料は好調に推移しているが、単価は依然とし
て前年を下回っている。輸入品は特にユーロ高の影響
で価格の上昇傾向が止まらず、客の心理にも影響して
いる。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・暖冬傾向により冬物商材の売行きが厳しい。それに
加えて、春物商材の動きも前年と比べて厳しい状況が
続いている。

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・暖冬で冬物商材を中心に動きが非常に悪いものの、
カード会員を対象とした販促で春物商材が活発に動き
出している。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・高額商品への需要が依然として少ない一方、20～30
万円程度の商品が若干動き出している。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・為替相場の変動で値上げが予定されている海外高級
ブランド品の売行きは好調である。また、高所得層の
固定客では入学や春の婚礼などに備えたスーツや宝飾
品の売行きが良かったものの、一般客の買上は低迷し
ている。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・来客数は微減が続いているものの、来客数に占める
買上客数の割合を示す、買上率は回復しつつある。

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・春物商材の紹介を例年よりも早めているものの、
ヒット商材が少なく、客の興味を引くことができな
い。また、花粉の飛散が早い影響で来客数も減少して
おり、売上は前年水準の確保が難しい状況である。



スーパー（店
長）

販売量の動き ・気温の関係で春物衣料の動きが先行しているもの
の、食料品を中心とした必需品の売上は伸びておら
ず、節約傾向が続いている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・販売量は増えているものの、オーバーストア状態に
あるため競争が激しい。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・暖冬の影響で、冬物商材の処分価格の値下げ幅は昨
年よりも大きくなっている。客にとっては買い得であ
るにもかかわらず、盛り上がりに欠けている。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・売上は好調に推移してきたが、２月は週末の雨の影
響もあって伸び悩んでいる。暖冬により、売場と客の
季節感との間にアンマッチが生じていることも少なか
らず影響している。

スーパー（経理
担当）

お客様の様子 ・来客数は増えているが、客が必要な物を必要な量だ
け購入しているほか、特売の価格に非常に敏感な点は
３か月前と変わっていない。

スーパー（広報
担当）

お客様の様子 ・販促チラシの配布枚数が昨年より少ないため、来客
数は昨年を下回っているものの、ひな祭りや入園、入
学に関する商材の売上は好調である。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・来客数は伸び悩んでいるものの、客単価はやや上向
きで推移している。おにぎりや弁当は、やや高額で内
容の良い商品がよく売れている一方、安い商品も売れ
ている。その中間のボリュームゾーンの動きが今一つ
であり、二極化傾向が顕著にみられる。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・中古車の買取りは新車販売台数の動きに連動する
が、今は新車販売台数が減少している。また、店舗数
が前年より増加したにもかかわらず、買取り台数は前
年比94.5％にとどまっている。

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・競合店が値下げを行っており、来客数が若干減少し
ていることから、売上が減少している。

住関連専門店
（店長）

販売量の動き ・来店しても購入しないで帰る客が増えている。イン
ターネットも使って情報を可能な限り集めて、価格が
少しでも安い店で買っている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

単価の動き ・暖冬で花粉の飛散が例年より早く、２月初旬ごろか
ら始まっている。その結果、マスクや鼻炎内服薬、点
鼻薬、アレルギー目薬などの花粉関連の薬が活発に動
いており、買上点数や客単価を押し上げている。

その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

販売量の動き ・ここ数か月は、各地の展示会で来客数が増加してい
るものの、売上増加に結び付かない。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・客の動きにばらつきがあるものの、活気や明るさは
若干改善している。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・来客数は、今のところ非常に良いペースで増加する
傾向にある。

観光型ホテル
（経営者）

単価の動き ・今月も前年比で来客数が増えたものの、客単価は前
年よりも低下している。毎年客単価が低下しているた
め、売上が横ばいであっても利益率は悪化し続けてい
る。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・２月上旬から近隣の主要道路が崩土で通行止めと
なっており、復旧の見込みは立っていない。その影響
で遠方からの来客が減少しているものの、近隣からの
リピーターの利用がある程度カバーしたことで、客単
価は思ったよりも落ちていない。

旅行代理店（店
長）

来客数の動き ・２月の来客数は、国内旅行で前年比83％、海外旅行
で74％と前年を大きく下回っている一方、販売額は国
内で前年比91％、海外で95％と、来店数と比べて落ち
込みは若干小さい。

旅行代理店（広
報担当）

お客様の様子 ・通常は４～５月まで続くスキー商品が、暖冬の影響
で２月に終わる気配となっている。逆にテーマパーク
商品は販売が順調で、春休み期間に向けて好調が続い
ており、全体としては変化は無い。

タクシー運転手 来客数の動き ・最近は暖冬の影響で夜遅くまで行動する人が増えて
いるが、その一方で、少々の距離ならタクシーに乗ら
ずに歩く人も多い。

タクシー会社
（経営者）

お客様の様子 ・繁華街の往来が非常に寂しい状態である。若年層は
多いものの、サラリーマンなどの人出が少ないことで
タクシーの利用も少ない。



その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

来客数の動き ・暖冬により、この季節にしては人がレジャーに出掛
けているものの、あまりお金を使わない。

美容室（店員） 単価の動き ・オーダーに占めるパーマ比率やカラー比率が少し下
がっており、その分トリートメント比率が上がってい
る。一方で、高単価のメニューにはちゅうちょする客
も多い。

その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・レンタル、セル、書籍、ゲーム共に、前月ほどの力
強さはない。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・広告への反響が少ないほか、在庫物件の増加などが
みられる。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・問い合わせ件数が伸び悩んでいる。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・分譲マンションは、地価の上昇で従来よりも１～２
割高い価格の新価格物件が販売されている。人気エリ
アでは新価格物件が好調に推移している一方、不人気
エリアでは旧価格ですら販売不振となっている。

住宅販売会社
（従業員）

単価の動き ・マンション販売価格は上向き傾向にあるものの、客
の動向をみると、まだ大きな価格の引上げは難しい状
況である。

住宅販売会社
（総務担当）

販売量の動き ・広告やイベントを行っても契約量が伸びず、過去３
か月や前年と比べても変化が無い。

その他住宅［展
示場］（従業
員）

お客様の様子 ・１年以内の建築計画者の数には、特に目立った増減
はない。客の間にも、じっくりと時間を掛けて決める
傾向がみられる。

やや悪く
なっている

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

それ以外 ・仕入先などからの値上げ要請が増えている一方、販
売価格に転嫁できず、利益の圧迫につながっている。

一般小売店［衣
服］（経営者）

来客数の動き ・暖冬の影響で冬物商材の売行きが鈍いほか、来客
数、客単価共に低調で売上が悪化している。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・紳士関連では、高額商品の動きが少し鈍くなってお
り、まとめ買いの減少もみられる。客単価も低下して
いることから、客の慎重さがうかがえる。

百貨店（売場主
任）

競争相手の様子 ・競合店の一部では、売上が前年の７～８割で推移し
ている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・最近は弁当を持参する会社員が増えており、特に女
性客がみそ汁やスープ類を単品で購入する動きが目立
つ。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・先月は近隣でサーカスが開催されたため来客数も増
えたが、サーカスが終わって来客数が減ったことか
ら、今月は売上が減少している。

コンビニ（店
長）

単価の動き ・来客数は前年並みで推移している一方、客単価が減
少しているため、売上は前年比で約１％減少してい
る。

コンビニ（マ
ネージャー）

来客数の動き ・祝祭日の日数によって来客数に大きな差が出るが、
今月は３か月前よりも来客数が約５％減となってい
る。また、客単価もやや低下しており、来客数の減少
をカバーできていない。販売量についても、高単価の
駅弁などの企画があった半年前に比べると伸びていな
い。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・今年は暖かいので春物衣料が動くと予想されたが、
売場では完全な品ぞろえができておらず、本格的な動
きは無い。現状は重衣料が売れず、悪い状況となって
いる。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・バーゲンで値下がりしても、客はすぐに必要な物し
か購入しない。来シーズン以降はユーロ高でカシミア
製品が確実に値上がりすると説明しても、購入意欲が
みられない。

家電量販店（企
画担当）

お客様の様子 ・今月は何のイベントもなく、通常の売出しでは前年
を上回ることは難しい。新ＯＳを搭載したパソコンが
発売されたものの、厳しい状況である。



乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・例年２、３月は決算期で忙しく、売上が伸びる時期
であるが、今年は例年の８割ほどしか売上が伸びてい
ない。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・新年以降、販売量、引き合い件数共に急激に落ち込
んでいるが、今月20日ごろからは春物商材への需要
や、新規開店に伴う需要などが徐々に出始めている。

高級レストラン
（支配人）

販売量の動き ・３か月前のトップシーズンと比べて販売量はやや悪
化しているが、季節的な動きの結果であり必ずしも悪
いとはいえない。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・来客数の動きに回復傾向がみられない。暖冬で冬の
メニューがミスマッチとなっている影響も多少出てい
る。

スナック（経営
者）

お客様の様子 ・卒業式や茶話会などの若い客は街にあふれている
が、当店はそういった客が対象ではないため暇であ
る。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・暖冬の影響で、スキーはもちろん、かに目当ての旅
行も低迷している。売上全体は前年を上回っているも
のの、海外旅行を含めて伸びが鈍化してきている。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は日数が少ないので月当たりの営業収入が落ち
込んでいるほか、暖冬の影響で例年よりも乗客数が少
ない。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・暖冬の影響で例年よりもデジタルテレビなどの売行
きが鈍く、ケーブルテレビのデジタルコースの加入が
伸びていない。ブロードバンドに関するサービスは、
新ＯＳの普及次第という状況である。

美容室（店長） 販売量の動き ・セット販売を行っている化粧品の新商品が出たもの
の、思ったほど売上が伸びていない。

悪く
なっている

タクシー運転手 お客様の様子 ・市内の運行状況は極めて悪く、競争相手も空車で客
を探し回っている。

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・販売価格、荷動き共に安定している。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・電子製品やその製造装置の市況は上向き傾向が強
く、特に受注が堅調である。その一方、近隣では営業
をやめる店が目立ち、その後がなかなか埋まらない。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

競争相手の様子 ・短納期案件を安値で受注せねばならないことが減っ
ている。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・中小企業の不動産業者を中心としたエンドユーザー
からの問い合わせが増えている。また、土地の値上が
りで余裕が出てきたため、費用についても厳しく言わ
れなくなっている。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・前月は暖冬で本来動くはずの物流が止まっていた
が、今月は若干回復傾向にあり、既存客の動きが前年
よりも良くなっている。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・機械部品のメッキ業や自動車部品製造業、各種機械
製造業、金属加工業などの製造業が好調であるほか、
受注の増加している中小企業も増えてきている。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・業績回復が遅いスーパーマーケットでも、売上が前
年並みになってきた企業が増えている。

その他非製造業
［衣服卸］（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・企業の需要が増えており、販促関係の予算の増加傾
向がみられる。

変わらない 食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・食品は気候に左右される部分が大きいなかで、今年
は例年になく荷動きが鈍い。一部の大企業の業績は良
い一方、中小企業の回復はみられない。また、安い製
品は動いているが、通常価格では動かないといった傾
向もみられる。

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・販売価格に変化は無いが、値下げ要求は常に来てい
る。その一方、受注、販売量は微増となっているもの
の、上向き傾向が感じられるまでには至っていない。
また、同業他社では、１月に続いて受注量が減少して
いる企業が半数以上あると聞いている。

化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・ここ３か月の売上は前年比で微増を続けているが、
増加率に変化は無い。

企業
動向
関連



金属製品製造業
（総務担当）

受注価格や販売
価格の動き

・年度末を控えて販売量は回復傾向にあるが、受注価
格は相変わらず低迷している。

金属製品製造業
（営業担当）

競争相手の様子 ・ある程度の注文は来ているものの、利益が出ないと
いう声がよく聞かれる。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社には製鉄関連の取引先が多いが、依然として投
資意欲が衰えていない。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今の時点で３か月超分の注文が決定している。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・取引先の環境関連設備のプラントメーカーは好調で
ある。

電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・暖冬で暖房器具などの冬物商材は売行きが良くない
ものの、薄型テレビやＤＶＤが堅調に動いており、売
上全体としては前年を上回っている。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

取引先の様子 ・委託加工の受注を行っているが、最終商品のほとん
どが台湾や中国で生産されるようになり、ここ半年は
加工売上が減少している。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・量販店向けの低価格品の販売状況は良いが、住宅
メーカー向けの中価格帯以上の販売状況が少し悪化し
ている。

その他製造業
［履物］（団体
役員）

受注量や販売量
の動き

・問屋からの引き合いが減少している。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・案件が増えつつあるものの、価格競争は相変わらず
厳しい。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・暖冬で積雪が少ないため、例年に比較すると冬期の
受注が多い。ただし、春の着工予定が前倒しになって
いるだけで楽観はできない。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・泉佐野市周辺の建売業者の間では、今回の金利引上
げによる駆け込み需要を予想する声が多い。

不動産業（経営
者）

取引先の様子 ・依然として開発業者による分譲マンション用地、建
売住宅用地の取得意欲がおう盛であり、場所によって
は地価が上昇傾向にある。

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・神戸市内の中央区から東灘区、芦屋方面にかけて
は、依然として土地の値段が上がっているが、賃貸マ
ンションの賃料は上がっておらず、どちらかといえば
まだ値下がりしている。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・例年２月は受注が減少するが、年度末の駆け込み需
要が増えた影響で、３か月前とほぼ同じ水準となって
いる。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・広告媒体ではインターネットが好調なのに対し、紙
媒体は前年の90～100％にとどまる構図が依然として
続いている。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・通信販売の広告を行った後の売上が、ボーナス時期
でもないのに好調である。

コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・自動車や不動産販売を中心に、決算セール用の大型
パネルやダイレクトメール作成の依頼が２月中旬から
増えている。

その他非製造業
［民間放送］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３月のスポットＣＭの出稿が予想に反して伸びてお
らず、前年比90％前後で推移している。

やや悪く
なっている

繊維工業（総務
担当）

取引先の様子 ・大手小売店の倒産に伴い、手形の処理が２、３月に
回ってくる。取引先ではかなりの人員整理をせざるを
得ないため、今年の中旬までは影響が出る。

繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・受注量の減少幅が大きくなってきている。

繊維工業（企画
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・販売価格を低くしてほしいという営業担当からの要
求が、やや目立ってきている。

金属製品製造業
（管理担当）

受注価格や販売
価格の動き

・鉄材の仕入価格が高騰し、販売価格に転嫁できない
ため利益が出ない。

輸送業（営業所
長）

受注価格や販売
価格の動き

・今年に入り荷動きが鈍いのにもかかわらず、荷主か
ら運賃の値下げを要請されている部署もある。

通信業（管理担
当）

取引先の様子 ・取引先からの受注量が伸びない。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・新築マンションが増えているが、入居率が悪く新規
購読につながらない。折り込み広告の件数も減ってい
る。



その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

取引先の様子 ・設備などの見積依頼が注文につながらない。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・パート社員、契約社員の正社員への引上げがみられ
る。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・企業からの派遣依頼は堅調に増えているが、登録者
の確保が引き続き困難な状況である。企業の希望に
あった人材を供給できないことが、最大の問題点と
なっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・大阪の新規求人数は前年比で2.2％増と55か月連続
で増加したものの、増加幅は小幅である。ただし、増
加率が５％を下回るのは平成14年９月以来で、４年４
か月ぶりである。

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・求人数、求職数が大きく落ち込んだ前月の反動で、
新規求人数は前月比で20数％増加し、新規求職者も約
60％の増加となっている。前年比でも同じような水準
で推移するなか、採用者数も３か月ぶりに前月比、前
年比共に増加に転じるなど、雇用、所得環境が改善し
つつある。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・2007年３月卒業生の就職活動も終盤を迎えている
が、中小零細企業は依然として採用活動を継続してい
る。追加の求人情報を発信しているほか、大学の就職
部に未内定学生の紹介を求めている。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・２、３月開催の学内企業セミナーへの参加企業が大
幅に増えているなど、新卒者の採用意欲は依然として
おう盛である。

変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・例年は４月以降の動きがそろそろ出てくるはずであ
るが、今年は年度末の動きしか見られない。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・正社員の需要は増えているが、派遣依頼は横ばいで
ある。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・１～３月は求人、求職共に活発になる時期である
が、今月は新卒求人、一般求人を対象としたイベント
を催したため、前年の売上を少し上回っている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新聞広告出稿件数は前年並みの水準で推移してい
る。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・公営バスの民間への委託が進んでおり、バスの運転
手の募集が増えている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・今月の求人数は前月より19％近く落ち込み、２か月
連続の減少となった。派遣、請負求人の減少が主な原
因であるが、新しく求人申込を行う事業所が減り出し
たという窓口職員の声もある。一方、賃金の見直しや
年齢、資格要件の緩和は続いている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・求職者が減少傾向にあるなかで、好条件を求める在
籍求職者が増加傾向にある。この傾向は３か月前と変
わっていない。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・日雇求人のうち、日払雇用などの現金仕事は前年比
で５％程度減少しているが、期間雇用などの契約仕事
は20％以上増加している。全体としては、比較的良い
状態を維持している。

やや悪く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・今まで堅調に増加してきた新規求人数、有効求人数
が共に前年比で減少傾向に転じている。

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連


